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■周りの市町が、松崎町ともう一回やろうということ
になったら、どうされますか。
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■今後、住民発議という話があったらどうされますか。

■住民発議（※）による方法、住民投票という方法も
あると思いますが、その辺のお考えは。

��������	
���
�

■３，４２４人の署名が議員さんたちに酌みとってもらえな
かったということについてどう思われますか。
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■１度目の否決の後に、町長職を退くことも考えてい
るとおっしゃいましたが、今回の結果を受けご自身
の身の処し方についてどう思われていますか。
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■今回の２度目の否決という結果を受けた率直な感想
は。
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那
賀
川
水
系
河
口
周
辺
治
水
対

策
委
員
会
の
意
見
に
基
づ
き
、
昨

年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
津

波
浸
水
被
害
が
想
定
さ
れ
る
松
崎

�
�
�
�
�
�
�

五
区
、
江
奈
四
区
、
宮
内
区
、
道

部
区
の
十
一
地
区
を
対
象
に
、「
那

賀
川
河
口
津
波
対
策
に
関
す
る
懇

談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ビ
デ

オ
や
津
波
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、
津
波
被
害
の
状
況

を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、更
に
、

津
波
に
対
し
て
必
要
と
な
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
延
べ
二
百
六
十

四
人
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
百

十
九
件
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
那
賀
川
河

口
の
施
設
整
備
五
十
一
件（　

％
）、

４２

防
潮
堤
の
整
備
強
化
十
二
件
（　
１０

％
）、
今
後
の
対
応
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
十
二
件
（　

％
）
な
ど
施
設
整

１０

備
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
と
り

わ
け
河
口
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
橋
脚
、
土
砂
堆
積
、
流
木
、

水
門
閉
鎖
に
よ
る
浸
水
・
洪
水
へ

の
懸
念
や
景
観
、
生
態
系
へ
の
配

慮
に
対
す
る
要
望
が
出
さ
れ
た
一

方
で
、
人
命
・
財
産
の
保
護
、
避

難
時
間
確
保
の
観
点
か
ら
水
門
に

よ
る
津
波
対
策
を
早
期
に
求
め
る

意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

今
回
の
十
一
地
区
で
開
催
し
た

懇
談
会
を
踏
ま
え
、
町
議
会
、
区

長
会
、
ま
た
、
二
月
二
十
・
二
十

五
、
二
十
七
日
に
道
部
、
松
崎
、

江
奈
の
三
地
区
を
会
場
に
「
那
賀

川
河
口
津
波
対
策
に
関
す
る
説
明

会
」
を
開
催
し
、
懇
談
会
の
結
果

報
告
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

町
で
は
、
十
一
地
区
で
の
意
見

交
換
な
ど
を
通
し
て
、「
津
波
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
が
松
崎
町
住

民
の
一
致
し
た
願
い
で
あ
る
。」

と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
懇
談
会

で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要
望

を
要
望
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

二
級
河
川
那
賀
川
・
岩
科
川
の
河

川
管
理
者
で
あ
る
静
岡
県
に
提
出

い
た
し
ま
す
。

�
�
�

　

県
で
は
、
町
か
ら
の
要
望
を
受

け
た
後
、
河
川
整
備
基
本
計
画
・

整
備
計
画
を
立
案
す
る
中
で
、
津

波
対
策
の
ほ
か
、
河
川
の
治
水
対

策
、
内
水
対
策
に
つ
い
て
も
検
討

を
す
る
こ
と
と
な
り
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
総
合
的
な
対
策
に
つ
い

て
、
学
識
者
や
流
域
住
民
を
交
え

た
議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
や
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
改
め
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５
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平
成
二
十
年
度
予
算
は
、
人
件
費
や
公
債
費
、
物
件
費
を
削
減
す
る
緊

縮
型
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。　

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
す
が
、
少
子
化
対
策
と
し
て
乳
幼
児
医
療
費

個
人
負
担
額
の
無
料
化
（
十
月
開
始
）
や
妊
婦
健
診
公
費
負
担
の
拡
大
な

ど
子
育
て
支
援
を
行
い
、
ま
た
、
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
を
行

う
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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目
的
別
経
費
の
主
な
増
減
要
因
と

前
年
対
比
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
問
合
せ
】

 

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３
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町
税
は
、
所
得
の
減
少
を
見
込

み
八
百
万
円
の
減
額
で
す
。
財
源

不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金

か
ら
四
千
七
百
万
円
、
中
学
校
耐

震
補
強
の
た
め
文
教
施
設
整
備
基

金
か
ら
三
千
万
円
な
ど
を
繰
り
入

れ
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
は
、
新

た
に
地
方
再
生
対
策
費
が
盛
り
込

ま
れ
ま
す
が
、
検
討
の
結
果
、
前

年
と
同
額
と
し
ま
し
た
。
国
庫
支

出
金
は
、
対
象
事
業
が
減
り
前
年

よ
り
六
千
二
百
万
円
の
減
、
地
方

債
も
六
百
万
円
の
減
額
で
す
。

●
�
�
�　

義
務
的
経
費
が
増
え

１
・
２
％
の
増
。

●
�
�
�　

庁
舎
改
修
事
業
が
終

了
し
た
こ
と
や
経
費
の
節
減
に
努

め
た
結
果
、
７
・
２
％
の
減
。

●
�
�
�　

少
子
高
齢
化
に
伴
う

社
会
保
障
費
の
自
然
増
や
障
害
者

自
立
支
援
給
付
費
が
増
え　

・
０
％

２７

の
増
。

●
�
�
�　

老
人
保
健
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
の
減
や
西
豆
衛
生
プ

ラ
ン
ト
組
合
へ
の
負
担
金
が
減
り

　

・
６
％
の
減
。

２５●
�
�
�
�
�
�　

国
県
の
補
助

を
受
け
て
実
施
す
る
団
体
営
基
盤

整
備
促
進
事
業
や
石
部
漁
港
港
整

備
交
付
金
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

た
め　

・
７
％
の
増
。

３６

●
�
�
�　

前
年
度
か
ら
の
継
続

事
業
で
あ
る
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
跡

地
公
園
整
備
事
業
の
事
業
費
が
減

り　

・
６
％
の
減
。

１６
●
�
�
�　

新
港
湾
整
備
負
担
金

や 
道 
路 
維 
持 
工 
事 
な 
ど 
が 
増 
え

　

・
８
％
の
増
。

１５●
�
�
�　

西
伊
豆
広
域
消
防
の

負
担
金
が
増
え
５
・
０
％
の
増
。

●
�
�
�　

松
崎
中
学
校
耐
震
補

強
事
業
の
事
業
費
が
減
り　

・
１
％

３８

の
減
。

●
�
�
�　

償
還
金
が
減
り
２
・
４

％
の
減
。
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村
芳
子
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橋
百
代

端
山
き
ち
枝

山
本
智
恵
子

土
屋
君
子

堀
岡
洋
子

平
野
も
み
子

�

橋
栄
美

　

水
道
給
水
料
金
の
改
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
の
ほ
ど
町
議
会
三

月
定
例
会
で
承
認
を
い
た
だ
き
、

四
月
一
日
か
ら
新
た
な
料
金
を
適

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
配

水
管
の
耐
震
化
や
老
朽
化
し
た
施

設
の
建
て
替
え
な
ど
、
必
要
と
さ

れ
る
整
備
や
改
修
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
主
財
源
の
確

保
に
努
め
る
と
同
時
に
、
清
純
な

水
を
安
定
供
給
し
て
い
く
た
め
に

は
や
む
を
得
な
い
改
定
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
改
定
に
伴
い
、
五

月
検
針
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、

使
用
期
間
が
三
月
か
ら
五
月
に
な

り
ま
す
の
で
、
料
金
を
新
料
金
と

旧
料
金
の
半
分
ず
つ
で
計
算
し
ま

す
。
こ
の
た
め
検
針
の
際
に
お
配

り
し
て
い
る
「
使
用
水
量
・
料
金

等
の
お
知
ら
せ
」
に
は
料
金
が
記

載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
届
き
ま

す
が
、
料
金
に
つ
い
て
は
後
日
郵

送
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の

減
少
は
学
校
の
統
廃
合
を
加
速
さ

せ
、
全
国
で
は
こ
こ
五
年
間
で

小
・
中
・
高
校
合
わ
せ
二
千
校
以

上
が
廃
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

松
崎
町
に
お
い
て
も
昨
年
四
月
、

複
式
学
級
解
消
を
目
的
と
し
て
、

岩
科
小
学
校
お
よ
び
三
浦
小
学
校

と
松
崎
小
学
校
を
統
合
い
た
し
ま

し
た
が
、
数
年
後
に
は
中
川
小
学

校
に
お
い
て
も
複
式
学
級
の
発
生

が
確
実
な
情
勢
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
複
式
学
級
と
な
る

前
に
学
校
統
合
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
の
考
え
方
か
ら
、

町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
松
崎
町

教
育
施
設
等
整
備
検
討
委
員
会
に

対
し
、
学
校
統
合
に
つ
い
て
諮
問

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
へ
の
説
明
会
を
行
い
、
そ
こ

で
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
委
員
会
と
し
て
の
答
申
に
向

け
た
協
議
、
検
討
が
行
わ
れ
て
い

き
ま
す
。
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【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１
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�����　３月３１日付け
　教育委員会　　稲葉公治
　生活環境課　　山地　誠
　出　納　室　　山本太美雄
　議会事務局　　斎藤秀樹
　総　務　課　　森　秀己
　松崎幼稚園　　長島政代
　三浦幼稚園　　佐藤和子
　中川幼稚園　　加藤淳子
　共同調理場　　細川みえ子
　健康福祉課　　松原さち子
　企画観光課　　菊池弘子
　総　務　課　　船津妙子

�����　４月１日付け
　宮　内　齋藤真子（健康福祉課）
　船　田　渡邉明浩（窓口税務課）
　江奈２　深沢清香（健康福祉課）
　江奈２　関　友佳（企画観光課）
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街
の
あ
ち
こ
ち
に
花
が
咲
き

乱
れ
�
春
�
ま
っ
た
だ
な
か
で

あ
る
。那
賀
の
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ

た
大
花
畑
の
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー

を
は
じ
め
、街
角
の
花
壇
に
は
、

ビ
オ
ラ
や
キ
ン
セ
ン
カ
な
ど
が

よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
て
す
ご

く
き
れ
い
で
あ
り
、
三
月
の
終

わ
り
に
は
、
わ
が
町
自
慢
の
染

井
吉
野
の
桜
並
木
が
あ
る
。

三
月
二
十
二
日
の
土
曜
日
、
所

用
あ
っ
て
岩
科
中
村
の
川
端

を
車
で
走
っ
た
。
土
手
に
一

面
菜
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
そ

れ
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し
て

道
路
沿
い
の
花
壇
に
ビ
オ
ラ

が
か
わ
い
く
黄
色
、
紫
色
に

行
儀
よ
く
咲
い
て
お
り
、
辺

り
の
風
景
と
よ
く
マ
ッ
チ
し

て
い
る
。

　

こ
の
花
壇
は
、
県
が
推
奨

し
て
い
る
「
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー

ド
事
業
」
に
中
村
区
の
老
人

会
が
参
画
し
て
管
理
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
四
季
に
咲

き
そ
ろ
う
花
選
び
が
、
け
っ

こ
う
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

仲
間
が
集
ま
っ
て
、
あ
ー
で

も
な
い
。
こ
ー
で
も
な
い
。
と

思
案
す
る
こ
と
が
楽
し
そ
う
で

あ
る
。
あ
ま
り
デ
ラ
ッ
ク
ス
化

を
考
え
な
い
で
、
自
然
の
趣
き

を
大
切
に
長
続
き
を
し
て
ほ
し

い
と
紹
介
し
た
次
第
で
す
。
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三
月
二
日（
日
）、
賀
茂
下
田
左

官
業
組
合
の
皆
さ
ん
が
伊
豆
の
長

八
美
術
館
で
「
光
る
泥
だ
ん
ご
」

作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

松
崎
蔵
つ
く
り
隊
の
隊
員
が
講

師
を
務
め
、
組
合
員
や
家
族
な
ど

約
二
十
人
が
、
土
と
藁
と
砂
で
で

き
た
団
子
に
漆
喰
を
塗
り
、
ピ
カ

ピ
カ
に
輝
く
ま
で
磨
き
ま
し
た
。

さ
す
が
プ
ロ
の
左
官
屋
さ
ん
、
手

際
が
良
く
一
個
の
予
定
が
二
個
作

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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春
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
ひ
じ
き

刈
り
が
三
月
十
三
日（
木
）、
岩
地

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
地
域
の
住
民
約
六
十

人
は
、
船
で
湾
内
の
岩
場
に
移
り

三
十
〜
四
十
�
に
伸
び
た
ひ
じ
き

を
刈
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
比
べ
、
冬
の
寒
さ
が
厳

し
く
海
水
温
が
低
か
っ
た
影
響
か

伸
び
が
い
ま
ひ
と
つ
で
し
た
が
、

病
気
も
無
く
良
質
な
ひ
じ
き
が
採

れ
ま
し
た
。
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三
月
二
十
三
日（
日
）、
道
部
地

区
の
天
神
社
で
新
入
学
児
童
の
お

払
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
を
祭

る
天
神
社
で
は
、
例
年
こ
の
時
期

に
お
払
い
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

は
四
月
か
ら
小
学
校
に
通
う
四
人

の
子
供
が
お
母
さ
ん
に
手
を
引
か

れ
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
緊
張
し
な
が
ら

も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
お
祈
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

�������

��������������

��������������

��������������

��������������

���������������

���������������

（平成２０年２月２９日現在）
　　　　　（　）内は前月比
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ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
松
崎
町
の
皆
様
、
毎
年
乗

鞍
高
原
ス
キ
ー
場
に
来
て
頂
き
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
に
な
る
と
い
よ
い

よ
上
高
地
の
幕
開
け
で
す
。

　

二
十
七
日
に
は
山
の
安
全
を
祈

願
し
河
童
橋
の
た
も
と
で
第
四
十

回
の
上
高
地
開
山
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
美
し
い
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
が
穂
高
連
峰
に
響
き

渡
る
と
、
上
高
地
の
大
自
然
た
ち

が
冬
眠
か
ら
目
覚
め
躍
動
の
息
吹

を
み
な
ぎ
ら
せ
ま
す
。

　

厳
冬
の
上
高
地
。
二
月
中
旬
の

朝
。
気
温
マ
イ
ナ
ス　

℃
。
最
近

２０

天
気
の
い
い
日
は
こ
ん
な
時
も
、

上
高
地
を
歩
い
て
い
る
人
が
何
人

も
い
ま
す
。

���������	
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��������������	�
���
���������
�������

人身事故　３件　（　－１）

物損事故　１８件　（　＋３）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　６人　（　－２）
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保護者性別名　前地　区

山本浩二女 柚  季 
ユズ キ

伏　倉

�橋和彦男 旺  太 
オウ タ

石　部

関新市郎女 菜  々   子 
ナ ナ コ

西　区

佐藤浩也女 菜  乃 
ナ ノ

石　部

奥村篤義男 海  夢 
カイ ム

江奈１

佐藤祐馬女 　 
リン

金　沢

土屋英雄男 晄  慈 
アキ ヨシ

中　村

　

昨
年
、
二
十
代
前
後
の
年
齢
層
で
麻
し

ん
が
流
行
し
、
大
学
や
高
校
で
の
学
級
閉

鎖
、
海
外
へ
ウ
ィ
ル
ス
を
持
ち
運
ん
で
し

ま
う
な
ど
社
会
的
な
問
題
に
も
な
り
ま
し

た
。
現
在
の
十
代
・
二
十
代
は
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ

麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
い
人
、
一

回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
免
疫
が
で
き
な
か
っ

た
人
が
い
る
こ
と
な
ど
が
流
行
の
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
国
は
、
今
年
度

か
ら
五
年
間
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

一
回
し
か
し
て
い
な
い
世
代
へ
の
二
回
目

の
接
種
機
会
を
設
け
、
中
学
一
年
生
と
高

校
三
年
生
に
接
種
す
る
対
策
を
と
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
町
で
は
四
月
以
降
に
対
象

者
に
お
知
ら
せ
し
、
学
校
等
に
協
力
を
得

な
が
ら
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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上
高
地
か
ら
三
十
分
。
し
っ
と

り
と
山
懐
に
隠
れ
る
よ
う
に
佇
む

温
泉
地
。「
三
日
入
れ
ば
三
年
風

邪
を
ひ
か
な
い
」
効
能
と
歴
史
が

満
ち
る
白
骨
温
泉
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ふ
ん
だ
ん
に
湧
く

温
泉
を
使
っ
て
炊
く
お
粥
が
名
物

で
す
。
も
と
も
と
出
湯
は
飲
む
こ

と
が
で
き
ま
す
が
少
々
渋
み
の
あ

る
味
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
お
粥
に

す
る
と
ま
ろ
や
か
で
、
ほ
の
か
な

塩
味
が
お
米
の
甘
さ
を
際
立
た
せ

て
い
ま
す
。　
　
　

　

白
骨
温
泉
の
効
能
に
浸
る
だ
け

で
な
く
、
味
覚
で
い
た
だ
く
温
泉

粥
は
胃
腸
に
良
い
と
言
わ
れ
好
評

で
す
。
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

泉
質　

単
純
硫
化
水
素
泉

　
　
　
　

重
曹
硫
化
水
素
泉

　

源
泉　
　

℃
〜　

℃

３３

４９
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麻
疹
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
空
気
感
染
に
よ
っ

て
起
こ
る
。
感
染
力
が
強
く
、
治
療
法
は

な
い
が
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
。
合
併

症
は
肺
炎
・
脳
炎
・
中
耳
炎
。
主
症
状
は

発
熱
・
せ
き
・
鼻
汁
・
目
ヤ
ニ
・
発
疹
。

届出人年齢氏　名地　区

　　　　子７９佐藤伊佐美金　沢

福　市７０石 田 今 江江奈４

　　美９９山 本　 を伏　倉

亨　明６７� 橋 松 枝宮　内

毅６３鈴 木 清 美峰　輪

昌　裕８４和 泉 昌　江奈２

精　一８７加　 梅 男小杉原

笹本美津代６５　 井 敏 子道　部

稲葉浩二７７稲　 忠 一雲　見

美惠子８０山 � 治 久明　伏

民　夫７８石田しょう南　区

� � � � � �

（平成２０年２月２９日現在）

　　（　）内は前年比


